
旭川第３小学校 保護者の皆様へ

北海道庁から新型コロナワクチン接種についてのお知らせです。

新型コロナウイルス感染拡大や重症化を防止するため、乳幼児（生後６ヶ月以上

４歳以下）や小児（５歳以上１１歳以下）のお子さんのワクチン接種について、

お住まいの市町村から接種券の配付やご案内があったと思います。

しかし、保護者の皆様におかれては、お子さんのワクチン接種に対する疑問や副

反応に対する不安を抱えておられる方も多数おられると承知しております。

このため、保護者の皆様に接種検討の参考にしていただきたく、保護者の方を対

象に専門家との座談会を札幌市と子育て情報サイトと協働で開催しました。

＜子どものワクチン接種についての座談会＞

https ://www.pref .hokka ido . lg . jp/hf/kst/cov id/136919.htm l

な お 、副反 応などワクチン接種に当たっての相談については、下記の窓口をご利

用ください。

＜北海道新型コロナウイルスワクチン接種相談センターほか＞

https ://www.pref .hokka ido . lg . jp/hf/kst/cov id/wakuch in_madoguch i .h tm l

、 、 （ ）16 歳未満の方のワクチン接種については 原則 保護者 親権者または後見人

の同伴と予診票への保護者の署名が必要で、保護者の同意なく接種が行われる

ことはありません。また、ワクチン接種は強制ではなく、十分な情報と理解のも

とで、児童本人・保護者の自発的意思に基づき行われることが前提であり、アレ

ルギーなどで接種に不安がある場合はかかりつけ医とご相談してください。

（お問い合わせ先）

北海道保健福祉部感染症対策局感染症対策課

北海道新型コロナウイルス感染症対策本部指揮室（ワクチン班）

TEL:011-206-0495

FAX:011-232-2013

E-mai l cov id .wakuch in@pref .hokka ido . lg . jp







乳幼児・小児のワクチン接種に関する基本情報

接種対象

乳幼児（６か月～４歳） 小児（５～１１歳）

国では、特に、慢性呼吸器疾患、先天性心疾患など、重症化リスクの高い基礎疾患を有する方に接
種を勧めています。（あらかじめかかりつけ医等とよく相談してください。）

使用するワクチン

ファイザー社の小児用ワクチン
（成分量は12歳以上のワクチンの10分の1）
1回目の接種時に4歳だったお子様が、3回目の接
種時までに5歳の誕生日を迎えた場合、3回目接
種にも1回目と同じ乳幼児（6か月～4歳）用ワク
チンを使用します。

ファイザー社の小児用ワクチン
（成分量は12歳以上のワクチンの3分の1）
1回目の接種時に11歳だったお子様が、2回目接
種時までに12歳の誕生日を迎えた場合は、2回目
接種も1回目と同じ小児用ワクチンを使用します。

初回接種

初回接種 ３回
（１回目と２回目の接種間隔は３週間）
（２回目接種完了日から８週間）
1回目の接種からの間隔が3週間を超えた場合ま
たは2回目の接種からの間隔が8週間を超えた場
合は、できるだけ速やかに2回目または3回目の
接種を受けてください。

初回接種 ２回
（１回目と２回目の接種間隔は３週間）
1回目の接種から間隔が3週間を超えた場合、1回
目から受け直す必要はありません。できるだけ
速やかに2回目の接種を受けていただくことをお
勧めします。

追加接種 設定されていません。
追加接種（３回目）と初回接種の接種間隔は
５ヶ月です。

接種を受ける際の費用 全額公費で接種を行うため、無料で接種できます。（令和５年３月３１日まで）

接種が受けられる場所
医療機関や接種会場は、各市町村からの案内文書、ホームページや広報、接種総合サイト「コロナ

ワクチンナビ」などでご確認ください。 コロナワクチンナビ https://v-sys.mhlw.go.jp/

ワクチン接種の必要性

乳幼児においても重症例が確認されており、基
礎疾患がない乳幼児でも死亡する例があります。
有効性や安全性、感染状況を踏まえ、乳幼児を
対象にワクチン接種を進めることとされました。

小児においても中等症や重症例が確認されてお
り、特に基礎疾患を有する等、重症化するリス
クが高い小児には接種の機会を提供することが
望ましいとされています。

ワクチンの副反応
接種部位の痛みや倦怠感、頭痛、発熱等、様々な症状が確認されていますが、ほとんどが軽度又は
中等度であり回復していること、現時点で得られている情報からは、安全性に重大な懸念は認めら
れていないと判断されています。

接種を受ける際の保護者の同意

新型コロナワクチンの接種を受けることは強制ではありません。予防接種の効果と副反応のリスク
の双方についてしっかり情報提供が行われた上で、接種を受ける方の同意がある場合に限り、自ら
の意思で接種を受けていただいています。16歳未満の方の場合は、原則、保護者（親権者または後
見人）の同伴と予診票への保護者の署名が必要で、保護者の同意なく接種が行われることはありま
せん。


